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最後に、この 3.0 時代を開くために、和解の 3
原則というふうに私が考えていることをお話し
したいと思います。1.0 時代、それから 2.0 時代
における日韓の間で行われた和解と違う方向、違
う原則を立てたいと思います。 
１番目は、省察的な視覚が必要だということで
す。日韓の間で対立する争点を研究あるいは主張
するときに、普通、自己中心的になります。自分
のことに対しては目をつぶるか、あるいは相手の
ことばかりを攻略するということです。そうでは
なくて、対立が発生した原因、過程を省察的に探
ることが大事だと思います。私には何の問題があ
ったのか、相手はなぜそのような態度を取ってい
るのかということを、均衡を持って考える、その
視覚が必要です。 
2 番目は、過程としての和解ということです。
2.0 時代の和解というのは、加害者の謝罪を受け
て被害者側の赦し、容赦、その後、和解が成立す
る。このようなプロセスを考えると、和解という
ものは最終結果です。加害者の謝罪と被害者の赦
しが先行されないと、和解は成立できません。韓
国と日本の間で、今、膠着状況が続いているのは
そのためです。 
和解というものは最終結果ではなく、一段階一
段階、進んでいく上で、後々に到達することです。
それは、もしかすると終わりのない過程かもしれ
ません。その過程の中で歴史的事実を確認する共
同の努力が必要であるし、確認された事実を基盤
にして、過去を記憶し、追悼すること、それから
未来に向けての協力と交流をすること、このよう
な果てのない過程、それ自体が私は和解だと思っ
ております。 
最後に、一般市民との共有です。歴史について
話をしているのは、韓国の場合は被害者当事者と
被害者を支援する市民団体、日本の場合は良心的
知識人、極右勢力、それから両国の政府当局者で
す。しかし、そうではなくて、このように一般の
市民が参加するオープンにされた議論の場が必
要だと思います。オープンな場で歴史問題を一般
市民と共有することは大事だと思います。このよ
うに過程としての和解を着実に進めていけば、韓
半島の平和と統一、その後、東アジアの地域にお
ける平和構築は可能であるし、最後には世界の平
和に貢献すると思います。 
以上です。ありがとうございました。 
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